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この度は、弊社製品をお買いあげいただきまして誠に有り難うございます。
■本製品をより安全に、また、良好な状態でご使用いただくために必ず、
　この「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくお使い下さい。
　また、製品を末永くご使用いただくために、この「取扱説明書」は大切に
　保管して下さい。

2018年 9月　第1版  4D-0567

-1-

1-5921-04

１０． 廃棄時のご注意------------------



安全上のご注意

●注意の欄に記載した事項でも、状況によっては重大な結果に結びつく可能性があります。
　いずれも安全に関する重要な内容を記載していますので、必ずお守り下さい。

特定しない、一般的な注意、警告、
禁止事項を示す

特定の条件下で、機器の特定の特定の
場所にふれることによって傷害が起こる
可能性がある場合の禁止を示す。

特定の条件下において、感電の危険性
を示す。

安全アース端子付の機器の場合、使用者
にアース線の接続の指示を示す。

特定しない、一般的な使用者の行為の
指示を示す。

機器を分解および改造する事で、感電
などの傷害が起こる危険性ある場合の
禁止を示す。

機器の特定部分に、指を挟み込む
危険性の注意を示す。

特定の条件下において、機器の転倒
による傷害の危険性の注意を示す。

特定の条件下において、高温による
傷害の危険性の注意を示す。

特定の条件下において、破裂の危険性
の注意を示す。

●この取扱説明書では製品を安全に、正しくご使用いただき、事故や損害を未然に防ぐ
　ため安全上特に注意すべき事項についての情報を、その重要度や危険度によって下記
　のような警告表示で定義しますので、これらの指示に従って、安全にご使用いただく
　ようお願いいたします。

危険

警告

注意

お願い

誤った取扱をすると、死亡又は重傷を負う危険が切迫して
生じる事が想定される

誤った取扱をすると、障害を負う危険及び物的損害のみの発生
が想定される。

誤った取扱をすると、死亡又は重傷を負う危険が想定される

安全を確保するために注意が必要な事項
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①周囲温度が5～35℃以内のところに設置して下さい 。

②湿気が少なく、水滴のかからないところに設置して下さい。

③ホコリが少なく、 風通しのよいとこ ろに設置して下さい。

④製品の性能を維持するために製品は、壁面からは約50ｃｍ、

　天井からは約60ｃｍ以上の間隔を確保して下さい。

設置に関する
　　お願い

⑤使用初期の間は、無機質の炉接着剤成分が煙として発生し断熱材が変色します。
　換気を十分におこなってください。
⑥本体外装部は運転中に高温になりますので、天井部及び周囲に可燃性物質は絶対に
　置かないでください。またやけどには十分ご注意ください。

60cm50cm
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加熱中の無人運転は、避けて
使用中に高温になりますので

下さい。
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安全にお使いいただくために

お願い

この製品の電源電圧はＡＣ１００Ｖです。
電源電圧が異なりますと、故障や火災の原因となります。
設置の際は必ず定格電源電圧、周波数、容量に合ったコンセントを
使用して下さい。また、分岐ソケットやテーブルタップは使用し
ないで下さい。火災や感電事故の原因となります。

周囲温度が５～３５℃以内のところに設置して下さい。
湿気が少なく、水滴がかからないところに設置して下さい。
ほこりが少なく、風通しのよいところに設置して下さい。
分岐ソケットやテーブルタップを使用しないで下さい。
本器の上にものをのせないで下さい。

要接地

100V専用

設置注意

本機を装置に組み込まないで下さい。

設置注意

高温注意

万一の感電防止のためアースをして下さい。

電気炉の構造上、熱の伝わり方により電気炉外装部(筐体）や断熱材
が変色することがあります。これは異常ではありません。
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安全にお使いいただくために

お願い

危険防止のため、お子様が触れたり使用しないで下さい。

取扱注意

本製品は室内専用です。屋外でのご使用は出来ません。

取扱注意

本機はヒーター機能を持った加熱商品です。未然の事故防止の為、
ご使用の際は必ず無人運転を避けて下さい。

取扱注意

異常注意

電源コードは熱器具に触れないようにして下さい。コードが傷つき
火災や感電の原因になります。
電源コードが傷んだ場合は使用をやめ、点検修理対応を依頼下さい。

万一、庫内に入れたサンプルが発煙した場合は、電気炉の扉を閉めた
ままコンセントから電源コードを抜いて下さい。
そのまま使用しますと、火災や感電の原因になります。
安全を確保したのち点検修理対応を依頼下さい。

異常注意

電気炉の扉をきちんと閉めて使用して下さい。扉に物がはさまれた
状態などで使用すると、火災の原因になります。

取扱注意

取扱注意

取扱注意

電源コードは傷つけたり、破損したり、加工したり、無理に曲げたり
引っ張ったり、重いものをのせたり、挟み込んだり、高温部に近づけ
たりしないで下さい。断線の原因となります。

取扱注意

トラッキング現象を防ぐため、本装置を長期間使用しないときは
電源プラグをコンセントから抜いて下さい。
また、電源コードはホコリや水分が付着しないこと。

トラッキング現象とは？
コンセントとプラグの周辺にホコリがたまり、そこに水滴や湿気が影
響してプラグの刃と刃の間に電流が流れて火花放電を繰り返します。
そうすると、刃と刃の間の樹脂部分が炭化し、電気が通るようになる
ために発火する現象です。　

万が一、本体から煙が出ている、変な臭いがするなどの異常が発生
した場合は直ちに使用を中止し、電源スイッチを切り、電源プラグを
抜いて下さい。安全を確保したのち点検修理対応を依頼下さい。

炉材へ過度な衝撃が加わらないようにしてください。
本製品の炉材(BSF)は衝撃を加えると傷つきやすい材質です。

取扱注意
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●外観

品　名
型　番
電　源
ＬＯＴ　ＮＯ．

２１０

２
９

１

注意警告 警告

扉部断熱材

温度センサー

庫内有効

１
５

４
０

９
０

４
０

１
５

１
８

６
２

（
１

１
）

３７４

（２５）

３２０

（２２０）

（２３５）

７
０

庫内有効

庫
内

有
効

９０

温度センサー

ヒューズ

運転

設定中 警報

運転 パターン
ステップリセット

警報保持プログラム設定

ヒーター

測定温度

設定温度

■　特徴

■　各部の名称

●昇温特性にすぐれ、ＰＩＤ方式による温度管理が可能です。

本体背面

２Ｐアース線付き電源コード 約１．８ｍ

電源スイッチ操作パネル

ＳＵ ＥＦ

1 製品概要



●　操作パネルの名称

②
③
④

⑤

⑦⑧⑥⑨

①
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①

No. 名　　称 機　　　能

設定温度／測定温度
表示部

② 運転ランプ

設定値、測定値を表示します。また、モード画面や
パラメータ画面では機能設定の表示をします。

④ 設定ランプ プログラムパターンの切替、各ステップの温度・時間の設定時に点灯し
設定終了後に消灯します。

プログラムパターンの切替、各ステップの温度・時間の設定に
使います。

⑤ 警報ランプ 庫内温度異常時（設定温度より１００℃以上上昇した場合）に点灯し
ヒーター出力を遮断します。

⑥ パターン・ステップ
キー

ノーマル／プログラム運転時に点灯します。

③ 出力ランプ ヒーター通電時に点灯します。（点滅時はヒーターがON/OFFしています。）

⑦ ＵＰキー 設定値の数値を増やします。

⑧ ＤＯＷＮキー 設定値の数値を減らします。

⑨ 運転・リセットキー ノーマル／タイマー運転を開始・停止する時に使います。

■　各部の名称



-8-

2 ノーマル（定値）運転方法

●　ノーマル運転では設定温度に到達後、
　　その温度を保持します。
　　一時停止機能は使用できません。

温度（℃）

長押し（約３秒）

時間

設定温度 

次項

＊測定温度表示部に表示される数値は
　現在の測定温度です

●電源をＯＮにします。

パターンは１～４（パラメータにより変更可能）
ノーマル運転／プログラム運転いずれかに
割り当てることができます

使用するパターンの詳細を設定します

（プログラム設定画面）

●UP/DOWNキーで使用するプログラムパターンを
　選んでください

※繰り返しご使用される際には、
　使用するパターンを選択し、
　運転キーを長押ししていただく
　と、運転を開始します。
　（プログラム運転方法参照）

●最初にＳＶ１（ステップ１の温度設定）画面が
　現れますので、ＵＰ／ＤＯＷＮキーで設定温度
　を入力してください
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ｔ１（ステップ１の時間設定）画面
が現れます。

●ＵＰキーで時間設定を最大（99.59を越えて‾を表示）にして下さい

待機画面が現れます。さらに運転キーを長押し（約３秒）すると
ノーマル運転を開始します。

※　運転中に停電が発生すると、「待機モード」にて復帰します。

運転を停止したい場合は運転キーを約３秒長押しして下さい。

運転ランプが点灯，出力ランプが点灯

（点滅）し運転が開始されます。

長押し（約３秒）

待機画面に戻ります。

運転ランプ，出力ランプが消灯。

●　運転終了後は電源を切ってください。

長押し（約３秒）



3 プログラム運転について

●　本製品は１６ステップ以内のプログ
　ラムを４パターン記憶し、プログラム
　運転することができます。

●　プログラム運転の流れ

■　プログラム運転に対する注意事項

① ② ③ ④ ⑤ ⑮ ⑯
0℃

t1 t2 t3

0℃
t1 t2 t3

t4 t5 t15t16

ｘ　4パターン
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使用するプログラムパターンの選択

正常なプログラム運転を行うために、以下の点に注意して下さい。

本製品は第１ステップのみ、０℃から目的温度までの上昇時間を設定時間として計算します。
但し実際には、現在の温度から時間計測を行いますので、
設定時間よりも短い時間で昇温します。（ＰＶスタートの場合）
      

（例）　現在温度が３０℃の時、第１ステップ１００分で、
　　　　１５０℃まで上昇させる場合。実際には８０分で
　　　　１５０℃まで上昇し、第２ステップに移行します。

ここで、希望する時間で昇温させたい場合は、以下の方法で第一ステップをキャンセルして下さい。
（第１ステップの設定時間を短くし（実質的にキャンセル）、現在温度から目的温度までの
時間を正確に設定する）
      

（例）　第１ステップの設定時間を１秒に設定します。
　　　　しかしながら、実際には１秒で目的温度に到達しないため、
　　　　実質的に第１ステップはキャンセルとなり、第２ステップ
　　　　に移行します。第２ステップ以降で実際に必要な設定温度、
　　　　時間を入力してください。

本製品は、設定時間が短い事が理由で目標温度に達しない場合、設定時間後には
次のステップに進みます。設定時間は温度上昇能力を考慮の上設定してください。
　

（パターン内容を設定する場合）

（パターンを設定済みの場合）

電源ＯＮ

運転開始

各ステップの温度、時間を設定

プログラムパターン内容の設定を完了

（１５０－３０）

１５０
（℃） Ｘ１００（分）＝８０（分）

８０分

１００分

３０

０

１５０
℃

ｍｉｎ

第１ステップ

第１ステップの設定時間(t1)を
１(秒)に設定する



4 プログラム運転方法１

例）　スタート → 50分かけて100℃まで上昇 → 100℃を30分キープ → 300℃まで
　　1時間40分かけて上昇 → 300℃を2時間30分キープ をパターン２として記憶・
　　運転する場合。

0℃

300℃

100℃

50分
STEP1 STEP2 STEP4 STEP5STEP3

30分 1時間40分 2時間30分 終了

長押し（約３秒）

＊測定温度表示部に表示される数値は
　現在の測定温度です

●電源をＯＮにします。
　　電源を投入すると待機モードを
　　表示します

●UP/DOWNキーで使用するプログラムパターン２を
　選びます

-11-

次項
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●最初にＳＶ１（ステップ１の温度設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで100(℃)を設定します。

●ｔ１（ステップ１の時間設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで 0.50 (50分) を設定します。

●ＳＶ２（ステップ２の温度設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで100(℃)を設定します。（前ステップで設定した
　温度が最初から現れますのでＵＰ／ＤＯＷＮキーでの設定は不要な
　場合もあります）

●ｔ２（ステップ２の時間設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで 0.30 (30分) を設定します。

次項

※実際には、現在の温度
から時間計測を行います
ので、設定時間よりも短
い時間で昇温します。
（P7を参照下さい）
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●ＳＶ３（ステップ３の温度設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで300(℃)を設定します。

●ｔ３（ステップ３の時間設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで 1.40 (1時間40分) を設定します。

●ＳＶ４（ステップ４の温度設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで300(℃)を設定します。（前ステップで設定した
　温度が最初から現れますのでＵＰ／ＤＯＷＮキーでの設定は不要な
　場合もあります）

●ｔ４（ステップ４の時間設定）画面が現れますので、
　ＵＰ／ＤＯＷＮキーで 2.30 (2時間30分) を設定します。

次項
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プログラムキーを押すたびに各ステップ
を順番に表示します。それぞれのステップの確認，
変更が出来ます。

※ － を設定すると以降のステップには進みません。

運転キーを押す プログラムキーを押す

●　プログラムを終了させる場合には、設定温度を最小にして下さい。
　（０℃を下回ると － が表示されます）

●　待機画面が現れます。さらに運転キーを長押し（約３秒）すると、
　　プログラム運転を開始します。

運転ランプが点灯，出力ランプが点灯
（点滅）し運転が開始されます。

長押し（約３秒）

※　運転中に停電が発生すると、「待機モード」にて復帰します。



5 プログラム運転方法２

　■　本製品はプログラム運転中に ①一時停止 ②ステップ送り ③パターン／ステップ
　　確認 ④プログラム内容　の変更が可能です。

●　プログラム運転中の一時停止機能について

●　ステップ送り機能について

　プログラム運転中にパターン／ステップキーとＤＯＷＮキーを同時に押すと
　運転を一時停止します。一時停止中には運転ランプが点滅しそのときの温度
　を維持します。運転再開時には運転キーを押してください。

プログラム運転中に現在のステップをキャンセルし、次のステップへ進みたい場合
にはＵＰキーを長押し（約３秒）して下さい。

-15-

同時押し

長押し

運転中 停止中 運転再開

（運転ランプ点滅）

（プログラム進行状況） （プログラム設定画面）

●　パターン／ステップ確認画面について

プログラム運転中にパターン／ステップキーを長押し（約３秒）すると、現在
のパターン／ステップを表示します。さらにＰＲＧ．キーを押すとプログラム
進行状況（時間）を表示します。一時停止中には、運転キー２回押しで運転に
復帰します。

●　運転中のプログラム変更について

※現在進行中のステップ（温度、時間）は変更できません

プログラム運転中にパターン／ステップキーを長押し（約３秒）すると、現在の
パターン／ステップを表示します。さらにパターン／ステップキーを長押し
（約３秒）するとプログラム設定画面を表示します。変更箇所をＵＰ／ＤＯＷＮ
キーで変更してください。運転キーでプログラム運転に復帰します。

長押し
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6 オートチューニングについて

●　この製品の温度制御はＰＩＤ制御を使用しています。その温度制御を行う
　　ＰＩＤ定数は制御対象の特性、設定温度により変化致します。
　　従って、工場出荷時のＰＩＤ定数では条件によって制御が乱れる場合があります。
　　その場合は使用条件に合った定数を再設定する必要がありますが、
　　本器はそれをオートチューニング機能で自動的に再設定する事が可能です。

　例）１５０℃設定でオートチューニングを行う

同時に長押し（約５秒）

本器は３００℃を低温域、５００℃を中温域、７５０℃を

高温域として設定しています。
この例は高温域でのオートチューニングを示しています。

中温域、低温域でオートチューニングを行う場合は、

それぞれ   　　　，　　　に置き換えて操作して下さい。

（Ｐ２６参照）

２８回押す

●電源をＯＮにします。
　　電源を投入すると待機モードを
　　表示します

共通パラメータ設定画面を表示します

●　No1ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ起動画面を表示します

ＵＰ／ＤＯＷＮキーでｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞを起動する温度
入力してください

●　ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ開始

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ中は下図の画面が交互に切り替わります
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●　No1ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ起動画面に戻ります。

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ終了

長押し（約５秒）

待機モードに戻ります



●　キースイッチ操作によるモードの移り変わりを示します。

△+▽同時に
5秒

⑥ ① ⑤
共通パラメータ 　待機モード

電源　ＯＮ

プログラム設定
モード設定モード 運転／ﾘｾｯﾄ 運転/ﾘｾｯﾄ

5秒

PRG

運転/ﾘｾｯﾄ

3秒
運転/ﾘｾｯﾄ

運転/ﾘｾｯﾄ

(ﾘｾｯﾄﾓｰﾄﾞ､3秒
2秒

運転ﾓｰﾄﾞ
共通操作)

運転／ﾘｾｯﾄ △＋▽
ﾊﾟﾀｰﾝ/

運転
ｽﾃｯﾌﾟ

/ﾘｾｯﾄ

△＋▽3秒
⑦ ② 運転/ﾘｾｯﾄ2秒 ④

イベント
設定モード

運転モード パターンＮｏ．
運転/ﾘｾｯﾄ 設定モード

PRG. 3秒

運転/ﾘｾｯﾄ PRG.
+▽ 運転/ﾘｾｯﾄ

△3秒

③ △3秒
一時停止モード ステップ送り

＊ は
運転中のみ有効を示す

状 態 概 要

① 待機モード 待機状態のモード（電源投入時このモードとなります）

② 運転モード プログラム運転を実行するモード

（運転中に△キー３秒にてステップ送りが可能）

③ 一時停止モード プログラム運転を（時間的に）一時停止するモード

④ パターンＮｏ.
設定モード

実行するプログラムのパターンＮｏ.を設定す るモード

運転モードから移行した場合、運転中のパターンステップＮｏを表示

パターンステップＮｏを表示中に△キー３秒にてステップ送りが可能

⑤ プログラム設定モード パターン毎のプログラムを設定するモード

⑥ 共通パラメータ
設定モード

各パターン、ステップに共通するパラメータを設定するモード

⑦ イベント設定モード イベントの温度を設定するモード
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7 パラメータ・操作フロー詳細

■　操作フロー　

また、運転中に停電が発生すると「待機モード」にて復帰します。
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●　各モードの説明

①待機モード

・このモードでは、制御動作は停止しています。

・[運転/ﾘｾｯﾄ］キーを２秒間押すと、「運転モード」に移行し、運転を開始します。

・[パターン／ステップ]キーを押すと、｢パターンＮｏ.設定モード｣に移行します。

・[▽]キーと [△]キーを押すと、 「警報温度設定モード」に移行します。

・[▽]キーと

←　設定範囲の最小値（通常は０）
　　を表示

←　測定温度を表示

[△]キーを同時に５ 秒間押すと、｢共通パラメータ設定モード｣に移行します。

②運転モード

・このモードでは、プログラム運転制御を行います。

・｢待機モード」にて[運転/リセット]キーを３秒間押すと｢運転モード｣となりパターン

運転を開始します。

・｢パターンNo.設定モード｣にて [運転/リセット]キー を２秒間押すと、｢運転モード｣となり

パターン運転を開始します。

・[パターン／ステップ]キーと「▽」キーを押すと、｢一時停止モード」に移行します。

・[運転／リセット]キーを３秒間押すと、｢待機モード｣に移行します 。

・[△]キーと [▽]キーを同時に３ 秒間押すと「警報温度設定モード」に移行します。

・[▽]キーを ３秒間押すと、「ＰＩＤ設定モード」に移行します。

・[パターン／ステップ]キーを３秒間押すと「パターンＮＯ．設定モード」に移行します。

・運転中に[△]キー３秒間押すとステップ送りが可能です。

・ウエイトゾーンまたはウエイト時間によるウエイト動作中は、ＳＶ表示が点滅します。

・パターン運転終了時にはＳＶ表示部に｢ ｣を表示し、制御動作を停止します。

ＰＶ表示部は現在温度を表示しています。

[運転／リセット]キーを押すと｢待機モード｣に 移行します。

←　実行中ステップの設定温度
　　を表示

←　測定温度を表示
点灯(滅) →

点灯→



③一時停止モード

・｢運転モード｣にて[パターン／ステップ]キーと「▽」キーを押すと、

｢一時停止モード｣となります。

・このモードでは、プログラム運転制御を一時停止します。

時間を停止させ、その時点の制御温度を維持します。

・[運転／リセット]キーを押すと、｢運転モード｣に移 行します。

・[△]キーと [▽]キーを同時に３ 秒間押すと「警報温度設定モード」に移行します。

・[▽]キーを ３秒間押すと、「ＰＩＤ設定モード」に移行します。

④パターンＮｏ.設定モード

・｢待機モード｣にて[パターン／ステップ]キーを押すと｢パターンＮｏ.設定モード｣

となります。

・｢運転モード｣にて[パターン／ステップ]キーを３秒間押すと｢パターンＮｏ.設定モード｣

となります。

・[△],[▽]キ ーにてパターンＮｏ.を設定します。

・｢運転モード｣から移行してきた場合、[△]キー３秒 間押すとステップ送りが可能です。

・｢パターンＮｏ.設定モード｣より再度[運転／リセット]キーを押すと、移行してきた

前のモードに戻ります。

・｢パターンＮｏ.設定モード｣より［運転／リセット］キーを２秒間押すと、プログラム運転

を開始します。

・[パターン／ステップ]キーを同時に３秒間押すことにより、｢プログラム設定モード｣に
   移行します。
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←　実行中ステップの設定温度
　　または設定時間を表示

←　測定温度または経過時間を表示

点滅→

←　パターンＮｏ.設定値を表示

←　パターンＮｏ.選択キャラクタ

点灯→
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⑤プログラム設定モード

・｢パターンＮｏ.設定モード｣にて[パターン／ステップ］キーを３秒間押すと、

｢プログラム設定モード｣となります。

・｢設定中｣ランプが点灯します。

・各パラメータの設定は、[△], [▽]キーにて行います 。

・時間設定を０分に設定すると、そのステップは無効となります。

・[運転／リセット]キーを押すと、待機状態であれば｢待機モード｣に移行し、

運転中であれば、｢運転モード｣に移行します。

←　設定温度または設定時間

←ステップ１
　温度

←ステップ１
　設定温度

←ステップ１
　時間

←ステップ１
　設定時間

←　ステップＮｏ.選択キャラクタ
点灯→

←ステップ２
　温度

←ステップ２
　設定温度

←ステップ２
　時間

←ステップ２
　設定時間

←ステップ１
　温度

←ステップ１
　設定温度

←ステップ１６
　温度

　以下４パターン／１６
　ステップの場合
　　　　↓

←ステップ１６
　設定温度

←ステップ１６
　時間

←ステップ１６
　設定時間

・各ステップの温度設定において、設定値を設定範囲の最小値より下に設定（｢ ｣表示）した場合、-

そのステップ以降は無効となり設定パラメータは表示されません。

「 - 」を設定したステップの前のステップにてパターン運転終了となります。

・運転中に設定変更する場合、運転中のステップ温度とステップ時間の変更はできません。

・ＰＶスタート時、ステップ１の設定温度を温度設定範囲の最小値に設定した場合、ステップ１の

時間は有効となります。（ステップ２より通常のＰＶスタートとなります。）
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⑥共通パラメータ設定モード

・｢待機モ ード｣にて[▽]キー と[△]キーを同時に ５秒間押すと、｢共通パラメータ設定モード｣

になります。

・各パラメータの設定は、[△], [▽]キーにて行います 。

・[運転／リセット]キーを５秒間押すと、｢待機モ ード｣に移行します。

・｢共通パラメータ設定モード｣中は[設定中]ランプが 点灯します。

ＰＶ補正

ＰＶ補正ゲイン設定

正動作/逆動作切替
　　１：正動作（冷却制御）
　　２：逆動作（加熱制御）

ＳＶリミッタ上限設定

ＳＶリミッタ下限設定

センサ種類切り替え
　　１：Ｋ熱電対
　　（１以外は設定しないで下さい）

［Ａ］

お願い

　　　　出荷時のパラメータ（初期設定）はむやみに変更しないで下さい。
　　　　変更によって不具合が生じた時には初期設定値に戻して再度テストして下さい。

P26参照

設定は変更しないでください

設定は変更しないでください

設定は変更しないでください
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ＰＶスタート／ＳＶスタート選択

：ＰＶスタート

：ＳＶスタート

ＳＶスタート時のスタート温度設定
　（ＰＶスタートの時は表示されません）

比例周期設定

警報出力種類選択

ウェイトゾーン設定
　　

ウェイト時間設定
　　

警報出力感度

パターン数設定
パターン数により最大ステップ数に制限がかかります
　（パターン数）×（最大ステップ数）＝６４

設定は変更しないでください

設定は変更しないでください
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ＰＩＤＮｏ．１（低温）の比例帯設定

ＰＩＤＮｏ．１（低温）の積分時間設定

ＰＩＤＮｏ．１（低温）の微分時間設定

ＰＩＤ範囲中間点１設定

外部駆動信号切り替え設定

キーロック選択

本器は外部駆動をサポートしていません。

以外は設定変更しないでください

：キーロック

：キーロック解除

ＰＩＤＮｏ．２（中温）の比例帯設定

ＰＩＤＮｏ．２（中温）の積分時間設定
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ＰＩＤＮｏ．３（高温）の比例帯設定

ＰＩＤＮｏ．３（高温）の積分時間設定

ＰＩＤＮｏ．３（高温）の微分時間設定

ＰＩＤＮｏ．２（中温）の微分時間設定

ＰＩＤ範囲中間点2 設定

本器は３００℃以下を低温域、３０１～５００℃を中温域、５０１℃～９００℃を高温域として設定しています。
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ＰＩＤ Ｎｏ.１（低温）のｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ起動

←　ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ設定温度

ＰＩＤ Ｎｏ.２（中温）のｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ起動

←　ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ設定温度

ＰＩＤ Ｎｏ.３（高温）のｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ起動

←　ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ設定温度

オートチューニング起動

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞが終了すると、ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ
起動画面に戻ります。

パターン数設定温度

［Ａ］

P22参照



8
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設定温度で安定
しない

警報が点灯する 1)炉内温度が設定値より
　大幅に上昇している

1)運転選択をやり直して下さい。
2)設定温度、運転選択、時間設定
　を確認して下さい。
 ※P8～17をご確認下さい。

1)電源を切り温度を下げてから
　再投入してください。
　同様のトラブルが発生する場合
　は、販売元もしくは、弊社カス
　タマー相談センターに連絡して
　下さい。

1)ヒューズホルダーの蓋を外して
   内部ヒューズを交換して下さい。
　ヒューズ仕様はＰ31を参照下さい。
2)元電源、コンセントの抜けを
　確認して下さい。
　予期せぬ停電などで一時的に
　電源が落ちていないか確認し
　て下さい。

庫内温度が上がらない

温度調節器が消灯する

1)ヒューズが溶断している

2)電気が来ていない

※  上記には考えられるおおよその原因事項を上げてありますが、これらが全ての原因及び
　  対策を示しているわけではありません。もし取り付けや使用の過程で何か問題が生じた場合
     あるいは問い合わせが必要な場合は、直ちに販売元もしくは弊社カスタマー相談センターに
     連絡して下さい。

予期せぬ停電などで一時的に電源が落ちた場合について
電源スイッチがONの状態で通電になると、操作パネルが点灯します。

　　　 キーを長押し(約３秒)すると、運転を再開します。



9
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お手入れ・メンテナンスについて

●末永くお使いいただくために

●機器には保管者、管理責任者を決め、使用状態
の履歴を取られることをおすすめいたします。

製品が熱いうちは、清掃・手入れはしないで下さい。
お手入れは主電源をOFFにした後、電源コードを抜いてから行って下さい。
清掃は水を硬く絞った柔らかい布で拭いて下さい。取れにくい汚れは中性洗剤を
使用し、洗剤の使用後は布で拭き取って下さい。

火傷注意

●作業が終了したら必ず庫内の清掃を行って下さい。
庫内にこぼれた試料や薬品はかならずふき取って下さい。

●破損やけが、など事故の恐れがありますの
で、分解、改造は絶対に行わないで下さい。

●長年使用しておりますと扉の動きが悪くなることが
あります。
可動部分は市販の潤滑スプレー等で定期的に注油を行って
下さい。
また、ボルトやねじのゆるみによるガタツキが生じたときは、
はやめに締め直して下さい。ゆるんだままで使うと、
本体の破損や転倒などでけがをすることがあります。

●この製品は室内または屋内用です。屋外や水のかかる所などでは使用しな
いでください。サビや故障、変色の原因になります。直射日光や暖房器具の熱
が直接当たる場所や、湿気および乾燥の著しいところで
の使用は避けて下さい。変色や変形の原因になります。
 

●ヒーターは使用している間に伸びたり、変形することがあり、抵抗が増加するために

温度が上がりにくくなることがあります。交換の必要がありますのでお買い求め頂いた

販売店または弊社修理窓口にご相談下さい。また無理な力を加えると簡単に折れて

しまいますのでご注意下さい。

※ヒーターは消耗品ですので保証対象外です。



10 廃棄時のご注意
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廃棄時のご注意

　・本製品を廃棄される場合は、法律や自治体の条例に定めてある廃棄方法に従って、廃棄して

　　下さい。無断で廃棄しますと違法行為となり、罰則が科せられる場合があります。



11 製品仕様
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炉材　　　            　　ＢＳＦ（生体溶解性ファイバー）

外装材質  　          　　スチール塗装仕上げ

温度指示精度　　    　  指示値の±（0.3％＋１digit）または±２℃のどちらか大きい方 
　　               　　（周囲温度２３±１０℃）　

温度センサー　　    　  Ｋ熱電対

設定温度範囲　　  　    ０～９００　℃

常用範囲　　　　         ８００　℃

制御可能温度範囲    　  室温＋５０～９００　℃

温度調節方式          　  ＰＩＤ制御、ＳＳＲ出力

電源電圧定格         　　ＡＣ１００Ｖ １０Ａ ＭＡＸ　50/60Ｈｚ

時間設定分解能      　　１分

温度設定分解能      　　１℃

時間設定範囲　      　　０分～９９時間５９分

プログラム機能      　　１６ステップ、４パターン

電源電圧許容範囲   　　電源電圧の９０～１１０％

使用周囲温度         　　０～３５℃   　　

使用周囲湿度         　　３５～８５％ＲＨ （結露しない事）

電源　　　　         　　２Ｐプラグ、アース線付き電源コード        

外寸　　　            　　２１０x３７４x２９１ (mm) 

重量　　　　　      　　約７．５ｋｇ　

ヒューズ　　　      　　ＡＣ２５０Ｖ １５Ａ φ６．４Ｘ３０ｍｍ　

　※本製品の仕様は予告なく変更する場合があります。

ヒーター　　　　　　　１０００Ｗ

炉内寸法　            　　９０x２２０ｘ７０ (mm) 

安全装置について　 　　 温度設定に対し100℃以上オーバーシュートした際にヒーター出力停止
　　　　　　　　　 　　 電気ヒューズが切れた時にヒーター出力停止
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〈保証規定〉

弊社商品を、当該商品の取扱説明

書所定の使用方法及び使用条件、

あるいは、当該商品の仕様または

使用目的から導かれる通常の使用

方法及び使用条件の下で使用され

故障が生じた場合、お買い上げの

日より一年間無償修理いたします。

次の場合、保証期間中でも有償修

理とさせていただきます。

・誤使用、不当な修理・改造による

故障。

・本品納入後の移動や輸送ある

いは落下等による故障。

・火災、天災、異常電圧、公害、

塩害等外部要因による故障。

・車両・船舶等での使用による故

障。

・消耗部品、付属部品の交換。

・本保証書の字句を訂正した場合、

購入年月日・購入店の記入がな

い場合、及び保証書の提示がな

い場合。

ここで言う保証とは、納入品単体の

保証を意味するもので、納入品の

故障により誘発される損害は、ご容

赦頂きます。

本保証書は日本国内においてのみ

有効です。

受付時間 午前９時～１２時、午後１時～５時３０分

土・日・祝日及び弊社休業日はご利用できません。

保 証 書 

 
本製品は厳正な検査を経て出荷されておりますが、万一保証 

期間内に右記保証規定（１）に基づく正常な使用状態での 

故障の節は右記保証規定により修理いたします。 

 

 
商 品 名

品 番

型 番

保 証 期 間

お買い上げ日

お 客 様

ご 住 所

取 扱 い 店 名

住 所

 
 
 

お買い上げ日より 年間

年 月 日

様

担当者印

 

カスタマー相談センター

■商品についてのお問い合わせは

 

お問い合わせ

専用

修理窓口

■修理・校正についてのお問い合わせは

 

お問い合わせ

専用

Made in Japan

エコノミー電気炉 ROP-002P

1-5921-04


